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デ
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Ⅰ 

は
じ
め
に 

「
印
学
」
と
い
う
学
問
分
野
は
、
主
に
印
章
の
起
源
、
用
途
、
製
作
、
源
流
、
制
度
な
ど
を

研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
明
、
清
時
代
の
数
百
年
間
、
印
学
は
隆
盛
を
極
め
、
著
作
や
流
派
は

数
多
く
、
篆
刻
の
名
家
も
多
く
輩
出
し
て
い
た
。 

 

筆
者
は
、
「
研
究
者
は
、
自
分
の
研
究
分
野
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
」
と
考
え
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
一
般
的
な
博
物
館
や
美
術
館
に

お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
は
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
用
が
、
必
ず
し
も
最
善
の
策
と
は
言
え
な
い
が
、
近
年
、
学
術
資
料
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
非
常
に
入
手
し
易
く
な
っ
た
。 

数
年
来
、
自
力
で
研
究
の
問
題
を
解
決
し
て
い
る
が
、
多
く
の
問
題
が
全
て
「
造
形
芸
術
」

関
係
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
情
報
処
理
の
分
野
が
多
い
。 

知
識
や
情
報
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
、
近
道
は
な
い
。
研
究
方
法
は
多
く
あ
り
、
様
々
な
問

題
も
有
る
が
、
今
後
、
研
究
す
る
過
程
で
、
今
よ
り
の
能
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。 

全

て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
「
篆
刻
作
品
」
を
中
心
に
、
周
辺
情
報
を
広
げ
つ
つ
、
大
量
の

資
料
の
中
か
ら
、
運
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
理
し
、
新
た
な
研
究
資
料
と
情
報
を
分
析

す
る
。
こ
の
印
学
と
書
学
の
「
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
れ
ば
、
篆
刻
作
品
の
鑑
賞
や
研

究
に
、
大
い
に
活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
本
文
は
博
士
論
文
「
付
録
」
の
部
分
に
属
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
あ
く
ま
で
も
基
礎
研
究
の
た
め
で
あ
る
。 

 Ⅱ 

研
究
の
た
め
の
実
地
に
よ
る
考
察 

筆
者
は
学
部
生
時
代
、
様
々
な
資
料
を
調
査
し
て
、
２
０
０
１
年
、
『
篆
刻
芸
術
デ
ジ
タ
ル
化

教
育
応
用
研
究
』
と
い
う
論
文
を
書
き
、
台
湾
国
家
科
学
委
員
会
よ
り
の
大
学
や
専
門
学
校
の

在
籍
生
を
対
象
と
す
る
研
究
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
２
０
０
３
年
、
中

華
発
展
基
金
管
理
委
員
会
の
研
究
生
と
し
て
、
印
学
に
関
す
る
考
察
を
行
な
う
た
め
に
中
国
を

訪
問
し
た
。 

二
ヶ
月
間
、
上
海
博
物
館
、
北
京
故
宮
博
物
院
、
北
京
大
学
、
河
南
博
物
院
、
君
匋
芸
術
院
、

中
国
印
学
博
物
館
、
浙
江
省
博
物
館
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
安
陽
工
作
站
、
安
陽
殷

墟
博
物
館
、
陝
西
歴
史
博
物
館
、
中
国
書
法
芸
術
博
物
館
、
西
安
碑
林
、
秦
始
皇
帝
兵
馬
俑
博

物
館
、
洛
陽
博
物
館
、
南
京
博
物
院
、
揚
州
博
物
館
な
ど
を
訪
問
し
て
実
地
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
普
段
書
物
か
ら
の
研
究
で
は
判
然
と
し
な
い
多
く
の
こ
と
が
、
初
め
て
判
明

し
た
。
ま
た
現
地
の
研
究
員
や
学
者
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
知
識
の
み
な
ら
ず
、
研
究
の
経
験

も
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
清
末
の
鄧
石
如
や
徐
三
庚
と
い
っ
た
篆
刻
家
ら
の
創
作
理
念
に
つ

い
て
詳
し
く
研
究
し
た
。
篆
刻
家
の
影
響
と
文
字
の
応
用
か
ら
考
察
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
修

士
論
文
『
印
外
求
印―

近
現
代
篆
刻
創
作
発
展
考
察
研
究
』
に
ま
と
め
た
。 

   



 -2- 

【
表
１
】 

                         

Ⅲ 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
応
用 

漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
『
電
脳
中
国
学 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
が
る
古
典
の
世
界
』

で
は
、
「
「
さ
ま
ざ
ま
に
広
が
る
可
能
性
」
。
エ
デ
ィ
テ
や
エ
ク
セ
ル
の
機
能
を
使
っ
て
多
少
の

省
力
化
は
で
き
る
。
は
じ
め
に
書
い
た
よ
う
に
、
エ
ク
セ
ル
は
「
表
計
算
」
ソ
フ
ト
で
あ
り
な

が
ら
、
強
力
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
を
備
え
て
い
る
。
こ
こ
に
書
い
た
の
は
、
そ
の
豊
富
な
機

能
の
ほ
ん
の
氷
山
の
一
角
を
使
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
（
①
）
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
へ
留
学

す
る
ま
で
に
、
既
に
「
エ
ク
セ
ル
で
源
氏
物
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
作
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
は

台
湾
で
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
見
た
こ
と
が
無
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
非
常
に
限
ら
れ
た

研
究
者
が
使
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。 

筆
者
の
徐
三
庚
の
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
篆
刻
作
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
構
築
し
、
そ

れ
を
活
用
し
た
こ
と
が
、
他
の
研
究
者
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
は
、
「
徐
三
庚
篆
刻
の

側
款
に
刻
む
署
名
（
字
・
号
）
の
年
代
表
」
を
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
資
料
を
利
用
し
て
完
成
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
号
の
あ
る
署
款
に
よ
っ
て
、
徐
氏
が
一
生
に
使
用
し
た
字
号
を
考
察

す
る
と
い
う
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
（【
表
１
】
参
照
）
。 

こ
の
よ
う
な
成
果
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
わ
な
く
て
も
で
き
る
が
、
相
当
な
時
間
が
必
要

で
あ
る
。
同
じ
方
法
で
、
近
代
篆
刻
家
鄧
散
木
の
三
千
顆
に
近
い
作
品
を
利
用
し
て
、
鄧
氏
の

字
号
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
但
し
、
「
鄧
石
如
」
の
研
究
に
は
、
今
は
こ

の
方
法
は
使
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
伝
世
の
作
品
が
少
な
く
、
署
款
の
作
品
も
多
く
な
い
た
め
で

あ
る
。
最
近
、
筆
者
は
「
徐
三
庚
印
譜
」
か
ら
一
つ
の
印
を
見
つ
け
た
。
「
徐
三
庚
自
用
印
の

篆
刻
考
察
」
の
一
文
を
書
く
ま
で
、
す
で
に
八
年
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
継
続
し
て
研
究
し
て
き
た
こ
と
の
大
切
さ
を
証
明
す
る
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
最
近
、
筆
者
は
「
徐
三
庚
印
譜
」
か
ら
一
つ
の
印
を
見
つ
け
た
。
し
か
し
、
「
徐

三
庚
自
用
印
的
篆
刻
考
察
」
の
一
文
を
書
く
ま
で
、
八
年
の
時
間
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
持
続
し
て
研
究
す
る
こ
と
に
関
す
る
最
も
有
力
な
証
明
で
あ

る
。
筆
者
以
外
に
も
同
級
生
の
劉
嘉
成
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
②
）
を
利
用
し

て
、
修
士
論
文
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。 

徐
三
庚
篆
刻
の
側
款
に
刻
む
署
名
（
字
・
号
）
の
年
代
表 

代號 署款の姓名字号 年代 用例数 

A 辛穀 28～44.2 54   

B 徐三庚、三庚、庚 29～61 143    

C 薦未道士 33.7 1     

D 金罍、金罍野逸、金罍道士、罍     41.4～52.1 38     

E 詵郭 38.7～40.11 9     

F 褎海、老褎、褎、袖海 52.1～62 50     

G 井罍 48.9～49 17     

H 老辛庚 晚期 1     

I 似魚室主 53.7～57 5     

J 翯嘫老人、翯嘫散人 晩期 1     

K 餘糧生 晩期 1     

L 大橫 中期 1     
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研
究
を
進
め
る
上
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
献
を
調
べ
る
手
間
と

時
間
が
大
幅
に
省
け
る
と
考
え
、
筆
者
は
「
印
学
書
庫
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。
「
印

学
書
庫
」
の
意
味
は
、
「
印
学
」
は
印
章
に
関
す
る
学
問
の
総
称
で
あ
り
、
「
書
庫
」
は
文
献
を

集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
献
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
当
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
機
能
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。 

１
．
関
連
文
献
を
調
べ
、
文
献
の
考
察
を
行
う
。 

２
．
最
新
の
文
献
情
報
を
得
る
。 

３
．
他
の
人
の
収
蔵
文
献
を
閲
覧
す
る
。 

４
．
文
献
を
校
訂
・
補
正
し
、
コ
メ
ン
ト
を
登
録
す
る
。 

５
．
自
身
で
蔵
書
・
文
献
を
管
理
・
編
集
す
る
（
新
し
い
資
料
を
登
録
す
る
、
文
献
の
所
在

を
管
理
す
る
） 

「
印
学
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
青
銅
器
・
竹
簡
・
璽
、
古
文
字
や
そ
の
異
体

字
な
ど
の
印
学
に
関
す
る
も
の
で
、
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
９
１
６
字
で
あ
る
。
欠
字
の
図
像

は
印
学
欠
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ
イ
ト
で
無
償
配
布
さ
れ
て
い
る
。
閲
覧
・
印
刷
を
自
由
に
か

つ
簡
便
に
で
き
、
加
工
や
二
次
配
布
も
で
き
る
。 

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
「
花
園
フ
ォ
ン
ト
（
花
園
明
朝
）
」
は
自
由
か
つ
無
償
の
大
規

模
フ
リ
ー
漢
字
フ
ォ
ン
ト
で
あ
る
。
現
在
は
「
明
朝
体
フ
ォ
ン
ト
1
ウ
ェ
イ
ト
」
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。
フ
ォ
ン
ト
の
生
成
に
は

K
A
G
E

シ
ス
テ
ム
お
よ
び

F
o
n
t
F
o
r
g
e

を
利
用
し
て
い
る
。

こ
の
フ
ォ
ン
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
文
字
種
はI

S
O
/
I
E
C
 
1
0
6
4
6

お
よ
びU

n
i
c
o
d
e

標
準
に
収
録

さ
れ
て
い
る
５
４
８
３
６
字
と
な
る
（
③
）
。 

筆
者
が
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
点
は
、
「
検
索
が
迅
速
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
た

だ
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
万
能
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
徐
三
庚
印

章
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
言
え
ば
、
画
像
の
出
典
は
す
べ
て
印
刷
物
で
あ
る
。
高
精
度
の

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
は
可
能
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
画
像
の
品
質
は
印
刷
物
そ
の
も
の
の
品
質
に
左

右
さ
れ
て
し
ま
う
。
但
し
、
「
画
像
」
と
「
印
譜
」
と
を
照
合
す
る
こ
と
で
、
印
に
押
さ
れ
て

い
る
印
の
線
質
を
比
較
的
良
く
再
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。 

 
 

以
上
は
、
印
学
研
究
に
於
け
る
「
版
本
」
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
。
印
譜
の
大
部
分
は
、
博

物
館
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
為
、
特
別
な
現
物
に
触
れ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
に
、
一
挙
に
撮
影

し
、
記
録
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

現
物
に
触
れ
た
経
験
が
あ
る
人
間
に
し
て
み
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
画
像
と
の
間
に
、
抜
き

差
し
な
ら
な
い
相
違
が
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
例
が
「
線
の
品
質
」
で 

 

（
筆
者
作
成
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
一
覧
） 

「
印
学
欠
字
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
い
う
の
は
、
青
銅
器
・
竹
簡
・
璽
、
古
文
字
や
そ
の
異
体
字
な

ど
の
印
学
に
関
す
る
も
の
で
、
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
９
１
６
字
で
あ
る
。
欠
字
の
画
像
は
印
学
欠
字

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ
イ
ト
で
無
償
配
布
さ
れ
て
い
る
。
閲
覧
・
印
刷
を
自
由
に
で
き
、
加
工
や
二
次
配

布
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

・
印
学
欠
字
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

当
初
の
計
画
は
、
戦
国
時
代
の
古
璽
文
字
の
考
察
と
造
形
や
印
風
の
研
究
の
為
で
あ
っ
た
。
画
像
の
出
典
は

羅
福
頤
主
編
『
古
璽
彙
編
』
（1

9
8
1

年 

文
物
出
版
社
）
で
あ
り
、
印
影
は
鮮
明
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

資
料
は
ま
だ
不
完
全
で
あ
る
。 

・
先
秦
古
璽
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

徐
三
庚
、
呉
讓
之
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
基
づ
き
、
欠
点
を
修
正
し
た
新
し
い
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

現
在
、
資
料
は
ま
だ
不
完
全
で
あ
る
。 

・
篆
刻
家
の
篆
刻
作
品
と
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
「
前
期
」
「
中
期
」
「
後
期
」
に
分
類
で
き
、
「
自
用
印
」
「
仿
秦
漢
印
」
「
擬
古
」
「
浙
派
風

格
」
「
印
外
求
印
」
「
朱
文
古
印
與
鄧
派
印
法
」
「
自
我
風
格
」
「
其
他
」
の
類
型
が
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
が
最
初

に
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。 

・
徐
三
庚
印
章
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 
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あ
る
。
仮
に
研
究
者
が
、
劣
悪
な
画
像
に
よ
っ
て
の
み
作
品
を
鑑
賞
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

作
品
に
対
し
て
正
当
な
評
価
を
行
う
こ
と
は
、
ま
ず
無
理
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
印
学
研
究
に

と
っ
て
は
、
重
大
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
単
一
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
拠
っ
て
研
究

を
行
う
こ
と
は
好
ま
し
く
な
く
、
可
能
な
か
ぎ
り
「
印
譜
」
そ
の
も
の
か
、
「
高
精
度
の
画
像

資
料
」
と
併
用
し
て
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
。 

 

Ⅳ 

研
究
に
関
す
る
画
像
処
理
と
応
用 

近
年
は
非
技
術
系
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
む
け
の
画
像
処
理
ソ
フ
ト
で
、
か
な
り
の
処
理
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。P

h
o
t
o
S
h
o
p

が
持
つ
各
種
の
濃
度
変
換
機
能
、
空
間
フ
ィ
ル
タ
機
能
、
カ
ラ
ー

処
理
機
能
、
レ
イ
ヤ
ー
機
能
な
ど
で
、
文
化
資
料
研
究
で
の
多
く
の
要
求
は
満
た
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
（
④
）
。
研
究
の
過
程
で
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
以
外
に
、
そ
の
情
報
処
理
が
大
切
で

あ
る
。
例
え
ば
、
画
像
処
理
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
筆
者
は
、
鳥
虫
篆
の
拓
本
の
画
像
処
理
に
関

す
る
三
本
の
論
文
を
ま
と
め
、
東
周
時
代
の
金
文
の
拓
本
を
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

三
篇
の
拙
文
は
、
東
周
の
鳥
虫
銘
文
の
造
形
芸
術
鑑
賞
を
研
究
の
重
点
と
し
た
。
考
古
発
掘

の
伝
世
文
物
史
料
と
合
わ
せ
、
一
般
に
伝
わ
っ
て
い
る
誤
っ
た
版
本
は
使
わ
ず
、
銘
文
良
質
の

拓
本
、
ま
た
は
精
美
な
原
器
の
図
版
を
用
い
、
現
今
の
デ
ジ
タ
ル
処
理
方
式
に
よ
っ
て
銘
文
を

本
来
の
形
に
復
元
さ
せ
る
。
わ
ず
か
に
損
じ
た
部
分
を
反
転
処
理
に
よ
っ
て
補
修
し
、
さ
ら
に

鑑
賞
と
そ
の
造
形
創
意
の
流
れ
と
を
研
究
に
加
え
、
そ
の
起
こ
り
の
変
遷
と
影
響
を
述
べ
る
。 

鳥
虫
篆
は
「
装
飾
字
体
」
の
一
種
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
篆
書
の
体
裁
で
あ
る
。
一
般
人
に

と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
と
り
わ
け
そ
の
複
雑
な
字
体
か
ら
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
扱
い
に
慣
れ
た

二
次
元
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
も
、
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ

れ
ゆ
え
筆
者
は
、
古
文
字
や
書
道
の
専
門
家
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
扱

い
に
も
長
け
た
人
材
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
一
朝
一
夕
に
は
達
成
さ
れ
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
が
、
最
善
の
手
段
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。 

青
銅
器
の
拓
本
に
つ
い
て
は
、
画
像
濃
度
反
転
や
変
換
と
文
字
周
囲
の
黒
点
な
ど
を
処
理
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
、
模
本
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
再
現
度
が
高
い
。

デ
ジ
タ
ル
画
像
は
反
転
処
理
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
拓
本
の
白
文
字
か
ら
白
地
に
黒
の
文
字
と

な
る
。
従
っ
て
、
文
字
造
形
の
鑑
賞
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

銘
文
の
図
版
は
画
像
処
理
の
後
図
版
資
料
の
整
理
、
分
類
統
合
を
基
礎
と
し
、
釈
文
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
分
析
と
処
理
、
考
証
、
鑑
賞
で
す
す
め
る
。
完
成
し
た
図
録
は
関
連
学
者
に
と
っ

て
最
良
な
図
版
資
料
と
な
り
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

       

拓
本
を
見
る
な
ど
し
て
、
人
間
が
描
い
た
も
の
は
、
そ
の
精
確
度
に
欠
け
、
大
い
に
問
題
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
右
に
図
示
し
た
「
戟
」
の
字
を
み
れ
ば
、
模
本
は
再
現
度
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
研
究
者
が
み
な
第
一
次
資
料
を
持
ち
、
あ
る
い
は
、
実

物
を
自
分
の
目
で
見
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
全
て
の
文
物
の
精
確
な
カ
ラ
ー
写
真

が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
拓
本
や
模
本
は
相
変
わ
ら
ず
研
究
に
重

要
な
材
料
で
あ
る
。
こ
の
例
を
見
れ
ば
、
文
字
造
形
の
精
確
度
に
お
い
て
信
頼
で
き
る
も
の
と

は
言
い
難
い
（
⑤
）。 

鳥
虫
書
は
、
縦
長
の
体
裁
を
と
り
、
装
飾
効
果
が
優
れ
て
い
て
、
文
字
造
形
変
化
が
細
か
い

の
で
、
手
で
書
く
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
拓
本
や
写
真
はP

h
o
t
o
s
h
o
p

な
ど
の
ソ
フ
ト
で
処

理
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
応
用
段
階
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
処
理
す
る
図
版
を

も
と
に
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
論
述
を
進
め
れ
ば
、
誤
っ
た
結
論
に
至
る
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
研
究
は
、
銘
文
デ
ジ
タ
ル
化
再
生
応
用
の
領
域
及
び
文
字
学
研

  

デ
ジ
タ
ル
図
像 

写
真 

 

 

『
金
文
編
』

824
ペ
ー
ジ 

（
模
本
） 

拓
本 
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究
の
領
域
に
お
い
て
、
相
当
に
推
進
の
効
果
が
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
処
理
す
る
図
版
は
フ
ァ
イ
ル

と
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、
再
利
用
が
容
易
で
あ
る
。 

画
像
処
理
の
問
題
以
外
に
、
も
う
一
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
〈
２
０
０
６
年
『
書
画
芸
術

学
刊
』
第
一
期
所
収
、
拙
稿
「
西
魏
『
獨
孤
信
』
の
多
面
体
印
文
の
書
法
研
究―

―

デ
ジ
タ
ル

三
次
元
の
製
作
」
参
照
〉
：
十
八
面
の
多
面
体
の
造
形
は
、
印
学
史
の
中
で
は
特
殊
な
実
例

で
あ
る
。
こ
の
印
章
に
関
す
る
出
版
物
の
中
で
は
、
『
中
國
璽
印
篆
刻
全
集 

璽
印
（
下
）
』

（
錦
繡
会
社
か
ら
出
版
）
の
写
真
画
像
が
一
番
良
い
が
、
二
枚
の
画
像
し
か
な
い
。
他
の
幾
つ

か
の
書
物
と
こ
の
書
物
の
画
像
と
は
同
一
で
は
な
く
、
ど
れ
が
正
し
い
の
か
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
２
０
０
４
年
に
印
の
収
蔵
地
に
行
き
、
実
物
を
自
分
の
目
で
確
認
し
た
。

印
の
字
は
「
反
字
」
で
あ
り
、
印
章
を
押
印
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
更
に
研
究
の
た
め
に
、
「
南
北
朝
の
官
印
と
殉
葬
印
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
構
築

し
、
折
り
紙
で
実
物
大
の
模
型
を
作
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
印
章
の
三
次
元
の
製
作
と
展
示
を

行
っ
た
こ
と
は
、
印
学
研
究
の
中
で
は
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

Ⅴ 

終
わ
り
に 

 

筆
者
は
、
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
っ
て
研
究
を
行
う
こ
と
を
進
め
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
万
能
で
あ
る
と
は
言
わ
な
い
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
研
究
の
中
で
費
や
さ
れ
る
大
量
の
時

間
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
実
際
の
研
究
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ツ
ー

ル
の
み
で
は
な
く
、
人
の
目
で
き
め
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
は
当
然
な
が
ら
重
要
で
あ
る
。 

一
方
、
研
究
資
料
に
つ
い
て
、
あ
る
人
は
「
博
物
館
や
美
術
館
の
存
在
意
義
は
、
歴
史
的
な

文
化
遺
産
や
芸
術
作
品
の
保
存
と
そ
の
展
示
に
あ
る
。
反
面
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
に
の
み
宿
る
と
さ
れ
る
ア
ウ
ラ
に
守
ら
れ
な
が
ら
沈
黙
の
う
ち
に
佇
む
、
い
わ
ば
芸
術
作
品

や
歴
史
遺
産
の
陵
墓
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
。
」
（
⑥
）
と
言
う
。 

確
か
に
、
博
物
館
や
美
術
館
や
資
料
館
な
ど
は
、
歴
史
文
献
や
芸
術
作
品
を
保
護
す
る
余
り
、

何
も
研
究
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
厳
し
い
研
究
環
境
下
、
研
究
者
と
し
て
、
自
力
で
生
涯

を
か
け
て
文
献
な
ど
の
収
集
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
い
目
で
見
れ
ば
、
資

料
の
収
集
が
困
難
に
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。 

 

数
年
来
、
筆
者
が
最
も
重
視
し
て
き
た
の
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
応
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

と
く
に
研
究
経
験
が
豊
富
な
研
究
者
に
と
っ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
で
は
か
な
り
の
時
間
と
精
神
的
労
力
を
要
し
た
研
究
を
、
よ
り
効
率
的
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 
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献
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５
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０
０
年
６
月
。 

山
田
奨
治
『
文
化
資
料
と
画
像
処
理
』
勉
誠
出
版
、
２
０
０
０
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光
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０
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台
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、
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０
０
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月
。 

拙
稿
「
東
周
鳥
虫
篆
デ
ジ
タ
ル
処
理
銘
文
的
賞
析
研
究
」
『
造
形
芸
術
学
刊
』
国
立
台
湾
芸
術

大
学
造
形
芸
術
研
究
所
、
２
０
０
６
年
12
月
。 

拙
稿
「
先
秦
璽
印
分
域
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ウ
ェ
ブ
構
築
研
究
」
『
芸
術
論
文
集
刊
』
第
二
期
、
国

立
台
湾
芸
術
大
学
出
版
編
集
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會
，
２
０
０
４
年
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拙
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魏
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獨
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印
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書
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研
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－
デ
ジ
タ
ル
化
三
次
元
製
作
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『
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画
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芸
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期
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台
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０
０
６
年
11
月
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台
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０
０
７
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較
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書
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芸
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学
刊
』
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七
期
、

国
立
台
湾
芸
術
大
学
書
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学
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，
２
０
０
９
年
12
月
。 

漢
字
文
献
情
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処
理
研
究
会
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漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
』
好
文
出
版
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【
注
】 

︵
①
︶
大
内
應
範
「E

xcel

で
源
氏
物
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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電
脳
国
文
学 

イ
ン
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ー
ネ
ッ
ト
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広
が
る
古
典
の
世
界
』
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
、
好
文
出
版
、
２
０
０
０
．
６

月
。
１
７
６
・
１
７
７
頁
に
よ
る
。 

︵
②
︶
呉
讓
之
印
章
図
庫 

 
http://w

w
w

.m
ebag.com

/xizai/L
ist.asp 

（
③
）
参
：http://w

w
w.fonts.jp/hanazono/ 

（
④
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山
田
奨
治
『
文
化
資
料
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画
像
処
理
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（
勉
誠
出
版
、
２
０
０
１
）
62
頁
に
よ
る
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（
⑤
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参
拙
著
「
東
周
戈
劍
兵
器
銘
文
造
形
研
究
」
。
『
芸
術
論
文
集
刊
』
第
三
期
（
臺
北 

國
立

台
湾
芸
術
大
学
出
版
編
集
委
員
會 

２
０
０
４
年
12
月
）
38
頁
に
よ
る
。 

（
⑥
）
武
邑
光
裕
『
記
憶
の
ゆ
く
た
て 

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
文
化
経
済
』(
東
京
大
学
出

版
社
、
２
０
０
３)

11
頁
に
よ
る
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1 2002 印章のデータベース www.mebag.com/yin  

2 2002 徐三庚印章のデータベース www.mebag.com/3data/list.asp 拙稿あり 

3 2002 呉讓之印章のデータベース www.mebag.com/xizai  

4 2003 鄧石如印章のデータベース www.mebag.com/ju 拙稿あり 

5 2004 篆刻家の篆刻作品と文献のデータベース 未公開  

6 2004 先秦古璽のデータベース  未公開 拙稿あり 

7 2004 南北朝の官印と殉葬印のデータベース www.mebag.com/s-n 拙稿あり 

8 2004 印学欠字のデータベース www.mebag.com/word 拙稿あり 

9 2004 印学書庫 www.mebag.com/book/ 2009 年再公開、 

拙稿あり 
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